
第９節　羽合を測量した伊能忠敬

　伊能忠敬（１７４５～１８１８）は江戸時代の地理学者・測量家として有名である。５０歳で家を長子に譲り、隠居して勘解由（かげゆ）と名のった。江戸に出て、幕府の天文方に仕えていた高橋至時の門にはいり、天文・暦学を学び、測量術に精通した。寛政１２年（１８００）幕府の許可を得て、蝦夷地南東海岸の測量を行い、地図を作って幕府に提出した。その後、文化１３年（１８１６）に至る間、日本各地方の測量を行い、日本最初の実測地図である大日本沿海輿地全図の製作にとりかかっていたが、これの完成（１８２１）に先だち死去した。

　伊能忠敬の測量隊は、２回にわたってこの羽合地区に来ているが、重要文化財「伊能氏測量日記抜EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（１）),萃」)と、佐原市教育委員会の資料をもとに、羽合地区を取り巻く状況の概略を述べることとする。


１　文化３年、忠敬は橋津に止宿

　測量隊の一行１６名は、文化３年（１８０６）８月７日松江を出立、８月８日に米子町に止宿。測量を重ねて８月１２日赤崎村へ止宿。

　８月１３日、忠敬らは赤崎村に逗留したが、４ツ時半（午前１１時ごろ）１番手の高橋らは、赤崎を出立し西園村境まで測量を行い湊村へ越えて久世屋太兵衛宅に止宿した。


　８月１４日、２番下河辺らは西園村から測量を開始し、江北村から天神川を渡り長瀬村より湊村まで測る。日記に「我等・坂部・稲生・門倉・長沢止宿へ先行湊村本陣天野屋与兵衛・脇久世屋太兵衛」と記されている。

　この日、橋津に止宿したのは、伊能忠敬・高橋・坂部・尾形・惣兵衛・平山・吉平・角次・永沢・門倉・小坂・丈助・下河部・稲生・佐藤・栄次の１６名である。


　なお、天保１５年湊村田畑地続字限絵図によると、天野屋・久世屋とも、「三字屋敷」（本町）に家を構えていたことが記されている。

　８月１５日、測量隊一行は宇野村を経て、芦崎村と母木村に止宿し、８月１６日には鳥取城下に止宿しているが、幕府天文測量方の役人として、藩からの取り扱いも格別であったといわれる。
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